
上位目標：
東ティモールの人々の生活を向上するプロジェクトを立案したい

１）現地の農業・社会開発のニーズを把握する

＜東ティモールの農業＞＜土壌＞ 植生
＜生活環境＞ 農業インフラ

＜東ティモールの社会の仕組み＞
＜教育＞
＜医療＞＜生活環境＞
＜現地NGOの実態＞ NGOフォーラム（100団体）
＜住民の夢＞

２）NGOらしい調査をしてJANARDの知名度を高める

＜隠れたニーズを発掘＞
＜NGOらしい調査字→JANARDのPR＞
＜団員の能力発揮＞

３）調査手法の確立・合意

＜高い目標・ミッションの確立＞
＜調査の姿勢・手法を確立する＞



１）現地の農業・社会開発の現状を把握する①

調査項目 Ⅰ＜東ティモールの社会の仕組み＞
Ⅱ＜教育＞
Ⅲ＜医療＞＜生活環境＞
Ⅳ＜現地NGOの実態＞
Ⅴ＜住民の夢＞

具体的内容 Ⅰ
＊村仕組みの詳細を知りたい
＊現地の社会構造を知りたい
＊東ティモールの歴史を知る
＊村落の実態を知りたい
＊行政サービスの改善につながる調査をしたい

Ⅱ
＊教育のレベルをみたい

Ⅲ
＊医療事情
＊風土病に何が存在するか
＊健康管理がどのようにされているか調べる

Ⅳ
＊住民が将来どのような生活水準にしたいと思っているか
＊貧富の差はどのくらい

Ⅴ
＊衣類はどうなっているか
＊紙はどうなっているか
＊現金収入源は何か？
＊水の確保をどのようにしているか？（農業用水、飲料水）
＊薪は誰が運んでいるのか？
＊燃料にできるような樹木を植えられるか？
＊住民の生活に定着している宗教は何か？
＊現地の人たちの生活に森の影響度を知りたい



１）現地の農業・社会開発の現状を把握する②

調査項目 Ⅵ＜東ティモールの農業＞＜土壌＞
Ⅶ＜生活環境＞

調査内容 項目Ⅵ
＊東南アジア・アフリカなどで食用としているローゼル（ケナフの仲間）を野菜として入れられないか
＊どのような農業技術を持っているか見る
＊あるところでとうもろこしを砕いて肥料にしていたのを覚えているが続けているか？何か改良できないか？
＊食料は足りているのか？
＊果物は導入できないか？
＊農作物が十分足りているか？
＊農作業はどのような道具を使っているのか？
＊ケナフを利用できないか？（紙に、燃料に、動物の飼料に、畑の肥料に）
＊Good Agriculture Practiceを調べてみたい

項目Ⅶ
＊土作りに対する農民の関心はあるのか？
＊少なくとも各地の土壌のPHを測定する



調査手法の確立・合意

調査項目 ⅩⅠ＜高い目標・ミッションの確立＞
ⅩⅡ＜調査の姿勢・手法を確立する＞

調査内容 ⅩⅠ・ⅩⅡ
＊独立した国が自立していこうとする手助けとしてのスタンスとして調査をしたい
＊安全な社会、平和な社会の構築の手助けをしたい
＊多くの提案が出ると思うがそれを責任ある形でまとめたい
＊多くの気づきを集めてsuggestionにつなげたい
＊開発の意味を問い直したい
＊現地の人に誤解されないようにする
＊現地の人たちと信頼感を作る
＊日本人のやりたいことを押し付けない
＊日本でわかることは調べておく



２）NGOらしい調査をしてJANARDの知名度を高める

項目 Ⅷ＜隠れたニーズを発掘＞
Ⅸ＜NGOらしい調査→JANARDのPR＞
Ⅹ＜団員の能力発揮＞

質問内容 Ⅷ
＊現地NGOとネットワークをつくる
＊せっかくの研究会を重ねてきたので、現場レベルで貢献したい
＊NGOの独自性を打ち出したい
＊NGO同士の協働作業のモデルを作りたい
＊東ティモールの人々に日本の顔を見せたい
＊JANARDの能力があることを外務省にみせる

Ⅸ
＊自由を制限しているものをつきとめたい
＊隠れたニーズを掘り起こしたい
＊表面的なニーズでなく国の発展のために必要なことをみつけたい
＊女性の意見を聞きたい
＊具体的なニーズを明らかにしたい

Ⅹ
＊自分のふるさとである東ティモールに人生をささげる人がある。そういう人を発掘したい
＊開発手法に精通したい
＊PRAを実践したい
＊村落形成を実践してみたい
＊自身では植生を再度調べたい
＊パーマカルチャーができればいいな
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